
The "English and Cross-culture Online Seminar" Application Guideline 

１ 事業趣旨 

自分の考えを英語や日本語で論理的に発信できる人材の育成を目的としたインプット型研修を実施

します。午前中は OIST 研究者やスタッフと英語のみでコミュニケーションを図る他、与えられたテーマにつ

いてグループで英語によるディスカッションを行います。午後は、21 世紀型スキルとされている「批判的思

考力」を高める為のグループワークを日本語で行い、パワーポイントによるグループプレゼンテーションを通し

て物事を相手に論理的に伝えるための基礎を学びます。 

本セミナーは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、オンラインミーティングシステム

（Zoom）を活用して実施します。 

  

２ 募集要件 

 終日セミナーに参加できることを前提に次の要件を全て満たす方とします。 

（１）英語や異文化理解に興味を持つ高校生から大学生 

（２）別紙「オンラインセミナーを受講する環境」をご自身で準備することができる方 

 

３ 実施概要 

（１）実施日時：2020年8月1日（土）9:30～15:00 

（２）スケジュール（予定）：           
  9:20 Zoom にショーアップ（出席確認） 

9:30 ~ 9:45 セミナーの流れについて・ディスカッションに向けた事前リーディング（日本語） 

9:45 ~ 11:45 OIST研究者やスタッフとのオンラインフリーカンバセーション・ディスカッション（英語） 

11:45 ~ 13:00 ランチ休憩 

13:00 ~ 15:00 【グループワーク・ディスカッション】批判的思考力を高めるためのグループワーク（日本語） 

  15:00 終了 

（３）その他 

a. 当日のセミナーを円滑に進めるため、参加者には事前課題に取り組んでいただきます。セミナーでは事

前課題に沿ってディスカッション等を行うため予習が必要となります。 

b. 本セミナーは参加者の自己啓発を目的としているため、「セミナー参加証明書」等の発行はしません。

また学校行事と重なった上で、本セミナーに参加される場合において、当財団から学校あてに参加者

への「公休願」や「生徒派遣依頼」等の発行はいたしかねます。あしからずご了承下さい。 

c. 当日遅刻または欠席される場合は、担当者へ必ず事前にご連絡下さい。 

d. 参加者は、私服でご参加下さい（制服やスーツで参加する必要はありません） 

e. 語学力について問いませんが、積極的に外国人とコミュニケーションを図りたいと考える方からの積極的

なご応募をお待ちしております。 

 



4 募集人数 20名程度 

 

5 応募方法 

（１）当財団HP（http://kokusai.oihf.or.jp)内にあるオンラインフォームより参加申し込みの手続 

   きを行って下さい。申し込みの際は、必ず「完了」の画面まで進み、自動返信メールの受信を確認し

て 

下さい。 

（２）申請期限：2020年6月5日（金）～ 7月16日（木）（必着）* 

     *応募先着順とし、募集定員に達し次第、募集を締切ります。 

（３）参加の可否に関して、7月 26日（日）までに応募者全員にメール等で通知いたします。 

（7 月 27 日（月）以降、通知が届かない場合、当財団国際交流課まで必ずお問い合わせ下

さい） 

 

６ 研修中における遵守事項 

 (１)事業の趣旨を理解し、研修中は財団職員の指示に従って下さい。 

 (２)公共の場におけるマナーに注意を払った上で参加をお願いします。 

 (３)開始時間の５分前には、所定の位置でスタンバイするようお願いします。 

 (４)勝手に退席しないこと。退席を希望する場合、財団職員に事前に知らせて下さい。 

 (５)研修中は必ず定められたグループで行動して下さい。 

 

７ その他留意事項 

（１）本募集により収集した個人情報は、本事業に関する連絡、案内及び選考のほか、本事業の実 

   施のために使用いたします。また、これらの情報は、本事業の円滑な実施のため事業関係者に提供 

   することがあります。なお、その場合においても、収集した情報は、使用目的の範囲内で適切に取り 

   扱います。 

（２）公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団では、ウェブサイトやパンフレット、ポスター等の 

   広報媒体において事業に関する広報活動を行っております。事業内容を沖縄県民や関係機関に 

   できるだけ具体的に表現するため、参加する皆さまの肖像（写真や動画など）を広報媒体に掲載 

   させていただくことが非常に有効な手段であると考えております。皆さまの肖像の広報誌などへの掲載 

   について、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 


